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ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進

問
　
積
極
的
に
導
入
事
例
の
発

信
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
見

解
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
動
画
共
有

サ
ー
ビ
ス
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

今
年
度
開
設
し
た
農
水
産
課
公

式
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
、
無
人
自
動

運
転
田
植
機
の
導
入
事
例
を
公

開
し
、
そ
れ
が
ニ
ュ
ー
ス
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
農
業
関
係
者
を

中
心
に
反
響
を
呼
ん
だ
。
ほ
か

の
導
入
事
例
に
つ
い
て
も
、
Ｓ

Ｃ
Ｎ
で
の
放
送
や
広
報
ひ
ら
つ

か
へ
の
掲
載
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
方
法
で
発
信
し
て
い
く
。

問
　
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
役
割

は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
な
ど
か
ら
更
に
重

要
と
な
る
。
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
の
創
設
に
向
け
た
支

援
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
ス
マ
ー
ト
ラ

イ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
と
連
動
し
た
農
作
業
を

展
開
で
き
る
稲
作
の
受
託
組
織

で
、
本
市
独
自
の
取
り
組
み
で

あ
る
。
Ｊ
Ａ
湘
南
と
連
携
し
、

創
設
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
委
託
を

金
目
・
金
田
地
区
で
行
っ
て
お

り
、
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
来
年

度
以
降
に
具
体
的
な
支
援
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
ス
マ
ー
ト
農
業
の
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
す
た
め
に
、
ほ
場
の

大
区
画
化
を
検
討
す
べ
き
と
考

え
る
が
見
解
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
自
動
化
に
よ

る
メ
リ
ッ
ト
は
大
規
模
で
あ
る

ほ
ど
大
き
く
な
る
た
め
、
現
在

進
め
て
い
る
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
の
創
設
に
向
け
た
計

画
と
一
体
的
に
、
対
象
と
な
る

ほ
場
な
ど
の
大
区
画
化
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問
　
本
市
の
農
業
を
も
っ
と
元

気
に
す
る
た
め
に
、
ス
マ
ー
ト

農
業
へ
の
継
続
的
な
支
援
が
必

要
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
ス
マ
ー
ト
農

業
は
、
農
業
の
効
率
化
だ
け
で

は
な
く
、
新
規
就
農
者
な
ど
、

新
た
な
担
い
手
の
確
保
や
経
営

の
効
率
化
な
ど
に
よ
る
雇
用
の

創
出
も
期
待
で
き
る
も
の
で
あ

る
。
農
業
の
新
た
な
姿
を
描

き
、
農
業
に
携
わ
る
人
た
ち
の

明
る
い
未
来
の
創
出
に
つ
な
げ

る
た
め
、
今
後
も
ス
マ
ー
ト
農

業
の
推
進
を
図
り
た
い
。

問
　
継
続
的
な
事
業
支
援
を
行

う
こ
と
に
対
し
て
、
市
長
の
考

え
を
伺
う
。

市
長
　
農
業
を
次
世
代
に
も

担
っ
て
も
ら
え
る
産
業
と
し
て

成
り
立
た
せ
て
い
く
た
め
に
、

引
き
続
き
積
極
的
に
ス
マ
ー
ト

農
業
を
発
信
し
、
新
し
い
農
業

と
し
て
確
立
で
き
る
よ
う
に
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
６
次
産

業
化
・
地
産
地
消
の
更
な
る
推

進　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
を
終
え
て　

地
域
医
療

福
祉
拠
点
整
備
モ
デ
ル
地
区
構

想

問
　
最
近
の
異
常
気
象
は
温
室

効
果
ガ
ス
の
増
加
に
よ
る
温
暖

化
が
原
因
で
、
海
水
温
の
上
昇

に
よ
り
水
蒸
気
の
供
給
が
続
く

こ
と
で
線
状
降
水
帯
が
発
生

し
、
豪
雨
災
害
が
頻
発
し
て
い

る
。
本
市
で
は
、
雨
水
管
の
増

て
は
ど
の
よ
う
な
進
捗
状
況
と

な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

土
木
部
長
　
金
目
川
で
は
昨
年

度
、
上
平
塚
地
区
の
新
堤
防
が

完
成
し
た
ほ
か
、
唐
ケ
原
地
区

の
河
川
拡
幅
の
た
め
の
堤
防
整

備
が
始
ま
り
、
堤
体
の
盛
り
土

が
完
了
し
た
。
今
年
度
は
10
月

頃
か
ら
護
岸
工
事
に
着
手
す
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
流

下
断
面
を
確
保
す
る
た
め
、
南

金
目
地
区
の
前
河
原
橋
付
近
や

飯
島
歩
道
橋
付
近
な
ど
の
７
か

所
で
、
堆
積
土
砂
の
撤
去
な
ど

が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

問
　
豪
雨
対
策
と
し
て
は
、
短

期
的
に
は
土
砂
の
撤
去
、
堤
防

の
補
強
、
か
さ
上
げ
、
金
目
川

に
流
入
す
る
中
小
河
川
へ
の
ポ

ン
プ
の
増
設
が
必
要
で
あ
り
、

中
長
期
的
に
は
上
・
中
流
域
に

雨
水
を
溜
め
る
貯
留
槽
や
遊
水

池
の
設
置
が
有
効
で
あ
る
と
考

え
る
。
金
目
川
周
辺
で
被
害
が

想
定
さ
れ
る
19
万
９
千
人
の
生

命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
、

国
、
県
に
強
く
訴
え
て
も
ら
い

た
い
が
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
毎
年
の
よ
う
に
、
金
目

川
水
系
の
河
床
整
備
、
し
ゅ
ん

せ
つ
、
構
造
変
更
な
ど
を
要
望

し
て
お
り
、
整
備
箇
所
は
若
干

増
え
て
い
る
が
、
頻
発
化
、
激

甚
化
す
る
災
害
に
は
対
応
で
き

て
い
な
い
。
具
体
的
な
被
害
状

況
を
示
し
、
県
が
し
っ
か
り
と

予
算
化
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
流
域
市
民
の
安
全
が
保
て
な

い
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
要
望

し
て
い
き
た
い
。
流
域
治
水
の

考
え
方
に
基
づ
き
、
上
流
の
秦

野
市
や
伊
勢
原
市
な
ど
と
連
携

し
て
、
上
流
で
の
水
の
貯
留
方

法
や
、
下
流
へ
の
流
下
量
の
調

整
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル　

安
全
な
通
学
路

　

フ
ー
ド
ロ
ス
の
削
減
と
不
用

品
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進

強
や
逆
流
を
防
ぐ
フ
ラ
ッ
プ

ゲ
ー
ト
の
設
置
な
ど
に
よ
る
浸

水
対
策
を
進
め
、
金
目
川
水
系

の
堤
防
整
備
な
ど
を
河
川
管
理

者
で
あ
る
県
に
要
望
し
て
い

る
。
金
目
川
の
護
岸
や
堤
防
の

整
備
と
、
土
砂
の
除
去
に
つ
い

総務経済
　議案11案件は全て原案どおり
可決又は承認すべきものと決定し
ました。
○議案第58号　平塚漁港管理条例
の一部を改正する条例
　改正後は駐車場の開場時間が
早まるが、近隣住民にはどのよう
な影響があると考えているのか。
また、ここ数年、利用者が目に見
えて増加しているが、使用料収入
の効果をどう考えているのか。
　現在は、週末の好天時には開

場を待つ車が一般道まで車列をつ
くっている状況であるが、今回の
改正によってそれが解消できると
考えている。今後も利用者の増加
が見込まれるため、収入面での効
果はあるものと考えている。
○議案第67号　令和３年度平塚市
一般会計補正予算
　財政管理費のふるさと寄附金
事業について、寄附はどのくらい
増加したのか。
　９月１３日時点で、１３８７件、２１
１２万円の寄附があった。前年度の
同日時点と比べ、９９５件、１３６６万

２千円の増加となっている。
　企画費のシティプロモーショ
ン推進事業について、定住促進に
向けてターゲットエリアを拡大す
るということだが、内容を伺う。
　これまでのターゲットエリア
である東京２３区、横浜市、川崎市
に加え、東京都西部、埼玉県にエ
リアを拡大する。理由としては、
在宅勤務やテレワークなど、生活
スタイルの変化が進んでいること
や、圏央道、湘南新宿ライン、上
野東京ラインの開通により、東京
都西部や埼玉県南西部から本市へ

の滞在人口が増加していることを
チャンスと捉え、本市の魅力を発
信するものである。
○議案第70号　令和３年度平塚市
水産物地方卸売市場事業特別会計
補正予算
　市場の今後のあり方を調査す
るために増額補正をするというこ
とだが、どのような調査項目を考
えているのか。
　施設運用分析のほか、水産物
卸売市場に求められる役割や機能
を検討するための調査を行う予定
である。

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
常任委員会の主な質疑を紹介します。
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坂間 正昭 議員

野崎 審也 議員

片倉 章博 議員

数田 俊樹 議長

　本会議は、イン
ターネットで生中継
と録画中継を行って
います。

インターネット中継

■ コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源
の充実を求める意見書（抜粋）

　国においては、令和４年度地方税制改正に向け、下
記事項を確実に実現されるよう、強く要望する。
　１�　令和４年度以降３年間の地方一般財源総額につ
いては、「経済財政運営と改革の基本方針２０２
１」において、令和３年度地方財政計画の水準を
下回らないよう実質的に同水準を確保するとされ
ているが、急速な高齢化に伴い社会保障関係経費
が毎年度増大している現状を踏まえ、他の地方歳
出に不合理なしわ寄せがなされないよう、十分な
総額を確保すること。

　２�　固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税で
あり、制度の根幹を揺るがす見直しは家屋・償却
資産を含め、断じて行わないこと。生産性革命の
実現や新型コロナウイルス感染症緊急経済対策と
して講じた措置は、本来国庫補助金などにより国
の責任において対応すべきものである。よって、
現行の特例措置は今回限りとし、期限の到来を
もって確実に終了すること。

　３�　令和３年度税制改正において土地に係る固定資
産税について講じた、課税標準額を令和２年度と
同額とする負担調整措置については、令和３年度
限りとすること。

　４�　炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、そ
の一部を地方税又は地方譲与税として地方に税源
配分すること。

　議員から、次の意見書が提案
され、全員異議なく可決しまし
た。ホームページには全文を掲
載しています。意見書

し た可 決


